
【子どもの状態等編】結果(情短)①

年齢別子ども一人あたリケア時間/日
(情緒障害児短期治療施設)

単位:分

未層          未満          朱舞          未満

n=3               nt5              nt12              n=15               n=3

★:薔準値

。「12歳～15歳未満」が子ども一人あたリケア時Falが最も短くなっている。
※「12歳～15歳未満」の方が、「15歳 ～18歳未満Jに比べ、1僻水準で子ども一人あたリケア時間が短く
なっている(10%水準で有意傾向)。

中 ～1096水準で有意傾向

【子どもの状態等編】結果(情短)②

男女別子ども一人あたリケア時間/日
(情緒障害児短期治療施設 )

勇

　

〓２

女

n=16

★:基準値

・「女児」の方が「男児」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなつている。
※「女児」の方が、「男児」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなっている(10%水準で有意傾向)。

Ⅲ ～10%水準で有意傾向
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【子どもの状態等編】結果(情短)③

家庭復帰の見通し状況別子ども一人あたリケア時間/日
(情緒障害児短期治療施設)

家庭lE帰の      当面の申底復     家庭慎撮田

“

      判断日ll

見込み有り      帰の見込みは     又は見通し無し

ないが、復帰に
向け口壺中

n=8             n=13             n=16             n=0

曖(主たる
保饉者がいない)

n=1

★:基準値

。「家庭復帰困難又は見通し無し」が、子ども一人あたリケア時間が最も長くなつている。

※『家庭復帰困難又は見通し無じJの方が、「家庭復帰の見込み有りJに比べ、子ども一人あたリケ7時間が

長くなつている(10%水準で有意傾向)。

■ ～1096水準で有意傾向

単位 :分

173

【子どもの状態等編】結果(情短)④

情緒・行動上の特徴のレベル別子ども一人あたリケア時間/日
(情緒障害児短期治療施設)

単位 :分

合ll得点が
lSDより下

n=3

が

臨̈
ｍ
硼

合

¨̈
　南 ★:基準値

・情結・行動上の特徴の問題が多い方が、子ども一人あたリケア時間が高くなっている。

※情緒:行動上の特徴の合計得点が、「合計得点lSDより上Jの方が、「lSDの範囲内Jに比べ、子ども
一人あたリケ7時間が長くなっている(1%水準で有意)。

～ 格率より11縮・1予勁上の問題が少ない
～ 標準範囲

が,SOよ り上  ～ 標準より情緒・行動上の問題が多い十■十 ～ 1%水準で有意
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【子どもの状態等編】結果(情短)⑤               印
家族への支援の有無別子ども二人あたリケア時間/日

(情緒障害児短期治療施設)

有リ

n=28

IL
n=1 0

★:基準値

・家族への支援「有り」の方が、子ども一人あたリケア時間が長くなつている。
※家族への支援「有り」の方が、「無し」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなつている〈5●/6水準で
有意)。

ⅢⅢ … 596水準で有意

支援の有無

る面1■や家庭訪間など権機的な
饉

単位 :分

【子どもの状態等編】結果(情短)⑥                表P46

「不適切な養育を受けた子どもの行動チェックリスト(就学後児童)」

の評価レベル別子ども一人あたリケア時間/日
(情緒障害児短期治療施設)

カットオフ贅以上

n=11
※カットオフ値を605とした

★:基準値

・専門的なケアを要する状態にある方が、子ども一人あたリケア時間が長くなっている。
※「カットオフ値以上Jの方が、「カットォフ値未満」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなっている
(1%水準で有念)。                         、

十十
“
 ‐ 1%水準て有意

フ饉 ～ 尋『 1的

「

●クア こ晏ず 0かどうか
`フ値以上 ～ 専門的なケアを要する状鵬

カットオフla余満

n=27
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【子どもの状態等編】結果(自立)①

親の養育に関する問題及び保護者対応の困難さの状況別
子ども一人あたリケア時間/日 (児童自立支援施設)

鳳の■■にEIする閻E              uO贅 官に関する間II

及び保E●対応の目               及び保ll書対んの困
難きの状況の項目に              ■きの状曖の項目に

有りが2つ以下                 有りが3つ以上

口=16                 n=6          
★:基準位

・親の養育に関する問題及び保護者対応の困難さがある方が、子ども―人あたリケア時間が

長くなっている。
※「親の養育に関する問題及び保圧者対応の困難さの状況の項目に有りが3つ以上」の方が、「親の養育

に関する問題及び保EE者対応の困難きの状況の項目に有りが2つ以下Jに比べ、子ども一人あたリケア

時間が長くなつている(10%水準で有意傾向)。

中 ～1096水 準で有意傾向

uO贅官に関する間II

及び保ll書対んの困
■きの状曖の項目に

有りが3つ以上

【子どもの状態等編】結果(自 立)②

知能指数別子ども一人あたリケア時間/日
(児童 自立支援施設 )

00以上         ・  70-7●           50～ 60           50ホ ■

(正常籠目)          (境 界崚)          (経 慶)           (中 ■度)

n=1l                  n=7                  ●=3                 o=22

★:書準位

・知能指数が「70～ 79(境界域)」 力く、子ども一人あたリケア時間が最も長くなっている.

※知能指数が「70～ 79(境界域)」 の方が、「80以上(正常範囲)」 に比べ、子ども一人あたリケア時間が長く

なっている(5%水準で有意)。

*■ ～ 596水準で有意

単位 :分
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【子どもの状態等編】結果(自立)③

定期的な通院の有無別子ども一人あたリケア時間/
(児童自立支援施設 )

国
ト

利
当

無
　
”

★ :基準饉

・定期的な通院「有り」の方が、子ども一人あたリケア時間が短くなっている。
※定期的な「有り」の方が、「無し」に比べ、子ども一人あたリケア時間が短くなっている(1%水準で
有意)。

Ⅲ■Ⅲ ～ 19t水準で有意

【母親の状態等編】結果(母子・世帯)①

世帯児童数別―世帯あたリケア時間/日

0人

n=1

1人

nt47

2人

n=43

3人

n■15

4りに

rl=6

5人      6人 以上

。・ 1.       n=0

★ :基 準IL

・子どもの数が多くなるにつれて、一世帯あたリケア時間が長くなつている。
※子どもの数が「3人」及び「5人」の方が、「2人」に比べ、一世帯あたリケア時間が長くなっている(10%
水準で有意傾向)。

※子どもの数が「1人」の方が、「2人」に比べ、一世帯あたリケア時間が短くなつている(596水 準で有意)

* ～ 10%水準で有意傾向

(母子生活支援施設 )

■Ⅲ ～ 5%水準で有意
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【母親の状態等編】結果(母子・世帯)②

母親の年齢階層別一世帯あたリケア時間/日
(母子生活支援施設)

′単位:分

142 127 JJ:
102

40

19餞 以下   20-24良    25‐ 21魚   30～ 34n  35～ 30載   40-44彙   45～ 40菫魚  50n以上

n● l       n=8       n=25      ●■29      n=23      n=18       n=O       n=2

★:基準位

・母親の年齢が、「20～ 24歳」が最も一世帯あたリケア時間が長くなつている。

※母親の年齢が「20～ 24歳 Jの方が、「30ん 34歳」に比べ、一世帯あたリケア時間が長くなっている(5%水準

で有意)。

ⅢⅢ ～ 5%水準で有意

【母親の状態等編】結果(母子・世帯)③

主たる入所理由別―世帯あたリケア時間/日
(母子生活支援施設 )

麟 待
`会

338

二 鰈 96 二   貶 理

夫などからの  児菫膚締
●カ

軸̈　　ｎ〓０
¨̈　　̈

枷̈枷　“ ★ :基準値

。主たる入所理由については、「児童虐待」が一世帯あたリケア時間が最も長くなっている。

※「児童虐待」の方が、「夫などからの暴力」に比べ、一世帯あたリケア時間が長くなっている(1%水準で

有意).

Ⅲサキ ～ 1%水準で有意
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【母親の状態等編】結果(母子・世帯)④

母親の就業状況別一世帯あたリケア時間/日
(母子生活支援施設)

表P64

率■主

n=0

常用■労雪

n=16

未軌拿

n=29

口崎・日鷹い。   その蹴 葉
パート

n=67         n=1

不明

n=0

★:基準値

・母親の就業状況が、「就業」の方が、=世帯あたリケア時間が短くなっている。
※母親の就業状況が「臨時。日雇い・バート」の方が、「未就業Jに比べ、一世帯あたリケア時間が短くなって
いる(1%水準て有意)。

※母親の就業状況が「常用助労者」の方が、「未就薬」に比べ、一世帯あたリケア時間が短くなっている
(10%水準で有意傾向)。

ⅢⅢⅢ γ l%水準で有意  Ⅲ … lo%水準で有な傾向

【母親の状態等編】結果(母子・世帯)⑤

情緒・行動上の特徴 (母親)のレベル別
一世帯あたリケア時間/日 (丹子生活支援施設)単位:分

含t111点

lSOよ り下

n=32

*ヤ * -1%水準で有意  Ⅲ十 ～ 5%水準で有量

含‖ll点
lSDよ り上

n=20  
★:墓率値

・母親の情緒・行動上の問題が多いほど、一世帯あたりのケア時間が長くなっている。
※母親の情結・行動上の特徴の合計得点が、「lsDより上」の方が、「lSDの範囲内」に比べ、二世帯
あたリケア時間が長くなっている(1%水準で有意)。

※母親の情緒・行動上の特徴の合計得点が、「lsDより下Jの方が、「lsDの範囲内」に比べ、一世帯
あたリケア時間が短くなっている(5%水準で有意).

鋼̈
ｍ測

がlSOよ り下  ～標準より情綺・
がlSDの範囲内 ～ 標準範囲
がlSOよ り上  ～ 標I●より情綺・1テ勁上の問題が多い
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【母親の状態等編】結果(母子・世帯)⑥

情緒口行動上の特徴 (母子関係)のレベル別
一世帯あたリケア時間/日 (母子生活支援施設)単位:分

棚

¨

　

画

合

” 椰̈
町耐

錦̈
　耐 ★:薔率住

・母子関係の情緒・行動上の問題が多い方が、一世帯あたりのケア時間が長くなっている。

※母子関係についての、情緒・行動上の特徴の合針得点が、「lSDより上」の方が「lSDの範囲内」に

比べ、一世帯あたリケア時間が長くなっているく1%水準で有意).

ⅢⅢ Ⅲ ～ 1%水準て有意

iSDより下  ～ 標準より情籠・行動上の問題が少ない

iSDの範囲内 ― 梅率範囲
が,SDよ り上  ～ 標準より情籍・行動上の問題が多い

【母親の状態等編】結果(母子・世帯)⑦              表P67

ケアニーズの充足状況に関する評価別
一世帯あたリケア時間/日 (母子生活支援施設)

単位 :分  :

充足されて          ほとんど           あまり           充足されて
いる           発離 れて         充足されて           いない

いる             いない
。=20                  ..64                 n=26                 o=2

ギ:基準値

・ケアニーズ充足度が低いほど、一世帯あたリケア時間が長くなっている.

※ケアニーズが「充足されていない」の方が、「充足されている」に比べ、一世帯あたリケア時間が長くなつて

いる(10%水準で有意傾向).

中 ～ 10%水準で有意傾向

当誠児■のケアニーズがどの程度充足されているのかに

てヽ、現状の積員数、施tt状況等といつたサービス提供

もヽのと仮定して、施設職員が押価するもの

120
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【子ども状態等編】結果(母子・児童)①

9彙-12n 12彙 -15蔵 15蔵～18n 18黛 以上
未満    朱鶴   楽躊

n=38     n=16    n=10     n=2

★ :基準値

。「 6か月未満」が、他の年齢層に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなっている。
※「6か月未満」の方が、「9歳～12歳未満Jに比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなつている(1%水準で
有意).

※「2歳～3歳未満Jの方が、「9歳～12歳未満」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなっている(10%水準
で有意傾向).

*Ⅲ Ⅲ ～ 1%水準で有意 Ⅲ ～ 1096水準で有意傾向

向霜　融
ｍＭ　南

螂箱　咸
い綿　岬

ｎｉ・２納　面
一
着制麟　南

嚇霜　直

子どもの年齢別子ども一人あたリケア時間/日
(母子生活支援施設)

【子ども状態等編】結果(母子・児童)②

親の養育に関する問題及び保護者対応の困難さの状況別
子ども一人あたリケア時間/日 (母子生活支援施設)

単位 :分

口の要■に50するInJ
及び保lE者対応の目

~

離き0状況の項目に
■りが2つ以下

n■ 171

瞑の■■に||する問題
及び保眠■

"応
の日

■きの状況の項目に
有りが3つ以上

n=35 ★:基準値

・親の養育に関する問題及び保護者対応の困難さがある方が、子ども一人あたリケア時間が
長くなつている。
※「親の養育に関する問題及び保護者対応の困難きの状況の項目に有りが3つ以上Jの方が、「親の養育
に関する問題及び保置者対応の困難きの状況の項目に有りが2つ以下」に比べ、子ども一人あたリケア
時間が長くなっている(10%水準で有意傾向)。

* ～ 10%水 準て有意傾向
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【子ども状態等編】結果(母子・児童)③

身体、発育の状態別(体重)子ども一人あたり
ケア時間/日 (母子生活支援施設)※就学前児童のみ

単位 :分

42

28
1

3パーセンタイル    3-10    ,  10-25      25-75       75-00   00′ C― tンタイル
未満     バーセンタイル   ′ヽ一センタイル   ′|―tンタイル    ′く―センタイル     以上

未満       未膚       朱着        朱鵬

n=2     nイ       n=15     o42      n=17      o=9  
★:薔準餞

※体重が、「75～ 90パーセンタイル以上(や や多い)」 の方が、「25～ 75パーセンタイル(標準範囲)」に比べ、

子ども一人あたリケア時間が短くなつている(10%水準で有意傾向).

Ⅲ … 10%水準で有意傾向

◆乳幼児身体発盲曲線による分類

(体■)           
・

ンく―センタイル未満   ～ かなり少ない
3～ loパ‐センタイル未満 ～ とても少ない
10～ 25′ t― tンタイルネ滴 ～ やや少ない
25‐ 75パーセンタイル未満 ～ 標準範囲
75～ 90パーセンタイル未満 ― やや多い
00パーセンタイル以上   ～ とても多い

【子ども状態等編】結果(母子・児童)④

知能指数又は発達指数別
子ども一人あたリケア時間/日 (母子生活支援施設)

単位 :分

70-71          50～ 00           50未 満
(正常籠口)         (境 界敏)          に 度)          (中 貫慶)

★ :基準値

・知能指数又は発達指数が「70～79(境界域)Jの方が、子ども一人あたリケア時間が長く
なっている。

※知能指数又は発達指数が「70～ 79(境界域)Jの方が、「80以上(正常範囲)」に比べ、子ども一人あたリ

ケ7時間が長くなつている(10%水準で有意傾向).

+ ～ 1096水 準で有意傾向     '
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【子ども状態等編】結果(母子・児童)⑤

情緒・行動上の特徴(児童)のレベル別子ども一人あたり
ケア時間/日 (就学後児童)(母子生活車援施設)単注:分

¨̈　市

合計得点が

籠国内

n=27

合針ll点が
lSDよ り上

n=13   
★:基準位

・児童の情緒・行動上の問題が多いほど、子ども一人あたリケア時間が長くなっている。
※情緒・行動上の特徴(児童)の合計得点が、「lsDより上Jの方力|、「lSDの 範囲内Jに比べ、子ども
一人あたリケア時間が長くなっている(5%水準で有意)。

※1青緒・行動上の特徴(児童)の合針得点が、「lsDより下」の方が、「lSDの範囲内」に比べ、子ども
一人あたリケア時間が短くなっている(10%水準で有憲傾向)。

*■  ～ 596水準で有な 中 ～ 10%水準で有意傾向

が:SDよ り下  ～標準より慣緒・行動上の問題が少なしモ
範囲内 ～ 編率範囲
り上  ～ 標準より11縮・1テ勁上の問題が多い

表P77【子
篤il抒雪譲覗審六尋晨曜}R子ども一人あたリケア時間/日

(母子生活支援施設 )

n=105

★:基 準ta

※被慮待体験「有り」の方が、「無し」に比べ、子ども一人あたリケア時間が短くなっている(1%水準で有な)。

単位:分

ⅢⅢ Ⅲ ～ 1%水準で有意
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【子ども状態等編】結果(母子・児童)⑦

家族への支援(児童)の有無別子ども一人あたり
ケア時間/日 (母子生活支援施設)

表P78

n=144                              o=35

★:基準値

※家族への支援「有り」の方が、「無しJに比べ、子ども一人あたリケア時間が短くなつている (1%水準で

有意 )。

十■ ■ -196水 準て有意

当麟

【子ども状態等編】結果(母子・児童)③

「養育問題のある子どもの行動チェックリスト(就学前児童)」 の

評価レベル別子ども一人あたリケア時間/日 (母子生活支援施設)

'単位 :分

正常最             境界壌             介入城

n=73                   n=6                    n=15

★ :基準値

。「養育問題のある子どもの行動チェックリスト」の評価が「境界域 (できるだけ特別なケア

が必要)」 が、子ども一人あたリケア時間が最も長くなっている。

※「境界域Jの方が、「正常域」に比ぺ、子ども一人あたリケア時間が長くなっている(10%水準で有意

傾向)。

* -10%水 準て有意傾向

境界域 ― できるだけ1寺別なケアが必要
介入域 ～ 特別なケアが必要
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【施設環境編
稲肇匙別男J子ごも一人あたリケア時FH1/日

単位:分
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ギL児院       児童養護施設     備緒障害児短期   児童自立支援施設
治療施設

n=56                 n=374                   n=38                  n=22

・施設種別別による子ども一人あたリケア時間は、乳児院が最も多く、次いて情緒障害児短期
治療施設、児童自事支援施設、児童養護施設の順に長くなっている。

【施設環境編】結果②

施設種別別業務分類別(大分類)

子ども一人あたリケア時間/日
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【施設環境編】結果③
施設種別別時間帯別子ども一人あたリケア時間

単位 :分

・各施設種別で子ども一人あたリケア時間が最も長くなつている時間帯は、乳児院と児童自立

支援施設ては「12時～15時 J、 児童養護施設と情緒障害児短期治療施設では「15時～18時 J、

となつている。
・乳児院ではご他の施設種男1ではケア時間がほとんどない時間帯(「0時～3時 J、「3時～6時J)

においても一人あたリケア時間が20分程度ある.
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【施設環境編】結果④     .
施設種別別時間帯別実配置職員数
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・各施設種別で実配置職員数が最も多くなっている時間帯は、児童養護施設以外全ての

施設種別で「12時～15時」が最も多く、児童養護施設では、「15時
～

18時」が最も多く

なつている。

-28-



【施設環境編】結果⑤
ケア形態別子ども一人あたリケア時間/日

(児童養護施設)

国 大舎

□  小舎・小規模

n=113

※職員配置の手厚い施設における比較

。「小舎・′卜規模」が189分 、「大舎」が142分 となっており、子ども一人あたり47分のケア時間の
差が見られる.

単位:分

り琴翻殖勇配 分類別 (大分類)子ども一人あたリケア時間/日
(児童養護施設 )

入所・遭所
支饉

・業務分類でみると、「身の回りの世話」、「愛着・コミュニケーションJ、「指導。相談、自立支援J

「家族や施設外資源との関係」、「児童に直接関わらない業務」において、「小舎・′jヽ規模」の
方が、「大舎」よリケア時間が長くなつている。

直
強

に
わ

務

菫

関

な

児

績

い

■

■

や

贅

係

餞

外

閲

家

設

の

薇・Ｅ

精

健

葉

保
的租朗

諄

立

ｉｔ

自
身の回り    云着・コミュ
の世鮨     ニケーショ

国 大舎

□ 小合・1ヽ規模

行平等の
世露

-29-



今後の分析のポイント(素案)

ふ 施設類型の見直しに関連するデータの分析
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今後考えられるクロス集計・分析 (素案 )

↓ 施設類型の見直しに関連するデータの分析

堆菫橿]i曇露翻   Fけ
'割

合の違い

・
:i::::il'ilま

)「し
蓬堀 書硼 曝瑚

-30-




